指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・Section １で学習したスキルを使って，英文を読み解かせる。
・パラグラフごとに内容を理解し，本文全体の主題を読み取ることができるようにさせる。
・本文で扱われている語法・文法を理解させる。
	1時間目
	パラグラフ １～４（p. 90）

	指導のポイント
	・蝶がどのようにして捕食動物から身を守っているのかを理解させる。
・アイズナーとジャンツェンの実験内容とその結果を理解させる。
・蝶の前羽と後羽の特徴を理解させる。

	主な言語材料
	・protect A from B

・out of control　
・This is how S + V.
・go hand in hand
・even if S + V 
・contribute to ～

	2時間目
	パラグラフ ５～８, True or False?（pp. 90-91）

	指導のポイント
	・カヌーの櫂が何の例で用いられているかを理解させる。
・羽の色とその特徴を理解させる。
・蝶の後羽の２つの恩恵を理解させる。
・本文の結論を正確に読み取らせる。
・本文全体を理解しているかどうかをTrue or False?などを活用して確認させる。

	主な言語材料
	・whether or not S + V 
・make for ～
・have no reason to do
・at a distance
・強調の助動詞do[does, did]
・be worth doing

	3時間目
	Comprehension （pp.92-93）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，実践的な問題への対処法を指導する。
・空所補充問題への対応を，意味と語法の両面から解説する。

	主な言語材料
	A

・find out + wh節
・be held together
・not ～ at all
・inform A of B
B

・so that S can do
・play a role
C
・through the ages
・make use of ～

	4時間目
	Exercise, Activity （pp.94-95）

	指導のポイント
	・本文で扱われている語や，品詞転換された派生語についても同時に暗記させる。
・本文で扱われた重要な語法・文法について，再度理解させる。
・リスニング力を向上させる。
・ライティング力を向上させる。

	主な言語材料
	・to one’s + 感情名詞
・be sold out
・rely on ～
・rest on ～
・few + 複数名詞


